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洞爺湖町
の人口

町民の
年間消費額

約 7,800 人 約 4,100 人

約 105 億円 約 55 億円

※ 1

2025 年 10 月 2050 年

※総務省「家計調査」による
※ 1…出典：国立社会保障・
人口問題研究所「日本の地域
別将来推計人口令和 5年推計」

日帰り客

年間 約 311 億円

※宿泊・食事・土産など

観光客が 1年間に
町内に使った金額

観光客 1人が
町内で使った金額

宿泊客 約 40,000 円

約 4,000 円

※「令和 6 年度洞爺湖町観光客入込数調査」
より算出

町民の年間
消費支出

町民の年間
消費支出

観光客の年間
消費支出

洞爺湖町の観洞爺湖町の観光光とくらしとくらし
観光は、人々の心や人生を豊かにし、地域の経済発展や雇用の促進につなげ、町民のくらしを豊かで実りあるものにします。

一方で多くの観光客が訪れることで起きる、町民生活への影響などの観光課題もあります。
ここでは、観光が私たちのくらしや産業・経済とどのように関わっているのかをご紹介し、持続可能な洞爺湖観光を町民と一緒に考えます。

洞 爺 湖 町 の 現 在 と 未 来

観 光 は 洞 爺 湖 経 済 の 牽 引 役 ！

洞爺湖町の人口は、旧虻田町と旧洞爺村が合併した 2006 年には約 11,000 人でした。

毎年人口が 約 170 人減少 しています。このまま進むと 2050 年には…
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年齢三区分ごとの人口と高齢化率

　人口はほぼ 半分 に減少し、高齢化率は 55.6％
となる推計です。地域経済が縮小し悪循環となり、
今の生活を維持することが難しくなります。

今後 25年間で約3,700人 約50億円減少する見込み

減少する人口を補う対策のひとつとして、観光客などの交流人口を増やすことが大切です。
国内需要が思うように進まない中、インバウンド需要が補っています。
インバウンド需要こそがビジネスの新しいチャンスになっています。

町全体の就業者の約 72.2 ％が第 3次産業（ 観光関連 が中心）であることを踏まえると、
観光業の貢献度、すなわち雇用を生み出す誘発効果は極めて高いと推察されます。

観光客の増加により
町内の年間消費が増加！

ここが大切！
　観光客が増加し、消費額
が伸び、町の雇用数はそれ
に比例して増加します。

　観光客が減少すると、町
全体の消費額が落ち、雇用
環境が大きく悪化するとも
言えます。

観 光 が 発 展 す る こ と で 観 光 業 だ け で は な く、
地 元 商 店 の 成 長 や 従 業 員 雇 用 に 繋 が り ま す。



広報とうやこ　202広報とうやこ　20266年年 33月月9

0 100 200 300

宿泊客数

観光客数

199.0

234.5

228.4

47.2

63.8

64.5
（単位：万人）

洞 爺 湖 町 観 光 入 込 客 ・ 宿 泊 客 数

観 光 の 発 展 が ま ち を 元 気 に ！

洞 爺 湖 町 の 宿 泊 税

私たちのくらしにつながる観光
～洞爺湖町に来てもらえることで、まちが活性化します！～
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実はそうだったの！？

洞爺湖温泉

〇年間約 200万人以上の
　観光客が洞爺湖町へ訪
　れています！

〇洞爺湖町へ訪れる観光
　客の約28％の方が宿泊
　をしています！令和4年 令和5年 令和6年

交通
機関
を利
用

何を食べようか？

何を買おうか？ どこに
泊まろ

うか？

事業の活性化
・小売業、飲食店の売り上げ増加
・文化施設への訪問
・交通機関の利用増加

雇用の増加
・正社員、パートの雇用
   ホテル、お土産店、飲食店、
   清掃業、製造業など様々

町財政への貢献
・固定資産税、入湯税、宿泊税など

交通インフラの充実
・JR、バス、タクシーなど人が集まる
   ところは充実します！

働くところが
たくさん！

　洞爺湖町では 令和8年4月1日 から宿泊税を導入します。宿泊税導入により、
持続可能な観光振興の取り組みを進めることで、宿泊客の増加、雇用の増加によ

り好循環に転じ、洞爺湖町の魅力ある地域経済の更なる発展を目指します！

■問合せ　観光振興課（☎ 75-4400）


